
まず，書名を見て驚いた．整形
外科診療の中でメスを持たない診
療形態に対して整形内科という言
葉を会話で使うことはあるが，書
籍のタイトルになっているのを見
たのは初めてだからである．本書
は，月刊誌「治療」の特集「THE
整形内科」が爆発的に売れたこと
を受けて，現場のニーズに応えよ
うと特集内容を 1冊の本にまとめ
たものである．編者は隠岐で僻地
医療に携わる白石吉彦先生・裕子
先生ご夫妻，エコーの伝道師と言
われる秋田市で開業する皆川洋至
先生，そして弘前大学病院に勤務
する総合診療医，小林只先生とい
う異色の組み合わせである．この
4人を結びつけるキーワードは僻
地医療，総合診療医，エコーであ
る．僻地医療を担う医師には高い
専門性よりも広くすべての疾患に
対応可能な総合診療医としての能
力が求められる．僻地医療ではと
くに高齢者の運動器疾患の占める
比重が大きい．運動器疾患の的確

な診断と治療は MRI や CT がな
くてもエコーを上手に使えば十分
に可能である．これが本書の伝え
ようとしているメッセージである．
日本は世界に先駆けて 2007年

に超高齢社会に突入し，それに伴
い要介護者数は年々増加の一途を
辿る．要介護の原因として運動器
疾患が注目され，とくに女性では
要介護の 40％以上は運動器関連
疾患によって引き起こされると言
われている．そこで，要介護の一
歩手前に位置するロコモ(運動器
症候群)を早期に見つけて介入(運
動，治療)することで将来の要介
護を減らそうというさまざまな試
みがなされている．本書が書名に
掲げる整形内科とは，まさにロコ
モとその背景にある運動器疾患に
対処するロコモ対策科のことであ
り，時代のニーズに合った，時宜
を得た出版ということができよ
う．本書が整形外科医や総合診療
医にとって運動器疾患の診断・治
療の一助になることはもちろんの

こと，整形内科という概念の啓
発・普及を通して健康寿命の延伸
に貢献することを期待するもので
ある．
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